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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各パスのフィルタ通過帯域が可変である波長選択スイッチを備えた光伝送装置が光伝送
路で複数接続された光伝送ネットワークシステムであって、
　複数の前記光伝送装置の各々において、光周波数軸上で隣接する２つのパスのうちの一
方のパスの前記波長選択スイッチにおけるフィルタ通過帯域を、他方のパスの前記波長選
択スイッチにおけるフィルタ通過帯域よりも大きく設定するための制御手段を備えたこと
を特徴とする光伝送ネットワークシステム。
【請求項２】
　前記光伝送ネットワークシステムにおいて、所定数の波長選択スイッチを通過する第１
のパスと、前記所定数よりも大きい数の波長選択スイッチを通過する第２のパスとが、光
周波数軸上で隣接する位置に割り当てられ、前記第２のパスが通過する各波長選択スイッ
チにおける当該第２のパスに対するフィルタ通過帯域は、前記第１のパスが通過する各波
長選択スイッチにおける当該第１のパスに対するフィルタ通過帯域よりも大きいことを特
徴とする請求項１に記載の光伝送ネットワークシステム。
【請求項３】
　前記光伝送ネットワークシステムにおいて、第１のパスと第２のパスとが光周波数軸上
で隣接する位置に割り当てられ、前記第１のパスの光信号受信品質と前記第２のパスの光
信号受信品質との差が予め定めた値以下になるように、前記第１のパスが通過する各波長
選択スイッチにおける当該第１のパスに対するフィルタ通過帯域と、前記第２のチャネル
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が通過する各波長選択スイッチにおける当該第２のパスに対するフィルタ通過帯域とが設
定されたことを特徴とする請求項１に記載の光伝送ネットワークシステム。
【請求項４】
　前記光伝送ネットワークシステムにおいて、第１のパスと第２のパスとが光周波数軸上
で隣接する位置に割り当てられ、
　前記第１のパスの光信号受信品質と前記第２のパスの光信号受信品質との差が予め定め
た値以下になるように、前記第１のパスが通過する各波長選択スイッチにおける当該第１
のパスに対するフィルタ通過帯域と、前記第２のパスが通過する各波長選択スイッチにお
ける当該第２のパスに対するフィルタ通過帯域とを決定し、決定されたフィルタ通過帯域
を、当該フィルタ通過帯域が設定される波長選択スイッチを有する各光伝送装置に通知す
る制御装置を更に備えたことを特徴とする請求項１に記載の光伝送ネットワークシステム
。
【請求項５】
　各パスのフィルタ通過帯域が可変である波長選択スイッチを備えた光伝送装置が光伝送
路で複数接続された光伝送ネットワークシステムにおいて用いられる前記光伝送装置であ
って、
　光周波数軸上で隣接する２つのパスのうちの一方のパスの前記波長選択スイッチにおけ
るフィルタ通過帯域を、他方のパスの前記波長選択スイッチにおけるフィルタ通過帯域よ
りも大きく設定するための制御手段を備えたことを特徴とする光伝送装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記光伝送装置とネットワークを介して接続された制御装置から制御
信号を受信し、当該制御信号に基づき前記波長選択スイッチにおけるフィルタ通過帯域を
設定することを特徴とする請求項５に記載の光伝送装置。
【請求項７】
　各パスのフィルタ通過帯域が可変である波長選択スイッチを備えた光伝送装置が光伝送
路で複数接続されて構成された光伝送ネットワークシステムに接続される制御装置が実行
するパスの通過帯域設定方法であって、
　あるパスに対する通過帯域設定要求を受信するステップと、
　前記パスに割り当てられている波長に隣接する片側又は両側の波長に別のパスが割り当
てられているか否かを判定するステップと、
　前記パスに割り当てられている波長に隣接するいずれの波長にも別のパスが割り当てら
れていない場合に、前記パスの通過帯域を予め定めた通過帯域に決定するステップと、
　前記パスに割り当てられている波長に隣接する片側の波長のみに別のパスが割り当てら
れている場合に、前記パスの終端でのOSNRマージンが前記別のパスの終端でのOSNRマージ
ンに等しくなるか、もしくは、差分が予め定めた値以下になるように前記パスの通過帯域
を決定し、前記パスに割り当てられている波長に隣接する両側の波長に別の２つのパスが
割り当てられている場合に、前記パスの終端でのOSNRマージンが、前記２つのパスの終端
でのOSNRマージンと等しくなるか、もしくは、前記２つのパスの終端でのOSNRマージンの
中間の値になるように前記パスの通過帯域を決定するステップと、
　前記決定した通過帯域を含む情報を、前記パスが通過する各光伝送装置に送信するステ
ップと
　を有することを特徴とする通過帯域設定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、波長が多重された信号光を光のまま通過させる光伝送装置が多段に接続され
た光伝送ネットワークにおいて、パス毎に通過帯域の調整を行うことにより、各パスの光
信号受信品質を最適化した光伝送ネットワークを構築する技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　データ通信需要の増大に伴い、大容量のトラフィックを伝送できる波長分割多重技術を
用いた光伝送ネットワークが普及しつつある。例えば、アクセス系のトラフィックを収容
し、都市内でのトラフィック転送やコアネットワークとの間の橋渡しをするメトロネット
ワークは、図１に示すように、リングネットワークを構成し、これらが互いに接続された
構成をとるのが一般的である。
【０００３】
　光伝送ネットワークにおける光伝送装置（図１における各ノード）においては、経済的
にネットワークを構築する観点から、光信号を光信号のまま受け渡すことが望まれており
、そのような光伝送装置として、光信号のままパスの方路を切り替える光クロスコネクト
装置(OXC : Optical cross Connect )や、光信号のままリングネットワークからパスを分
岐したり、パスを挿入したりする光分岐挿入多重化装置（OADM:Optical Add Drop Multip
lexer）等がある。
【０００４】
　図２に、光伝送装置の一例である光分岐挿入多重化装置の構成例を示す。図２に示すよ
うに、この光分岐挿入多重化装置１０は、光カプラー１１、１×Ｎ型のドロップ用波長選
択スイッチ（以下、WSS( Wavelength Selectable Switch)と呼ぶ）１２、及びＮ×１型の
アド用WSS１３、トランスポンダ１４、１５を備えている。ドロップ用WSS１２は、入力ポ
ートから信号光を入力し、Ｎ個の出力ポートのうちの任意の出力ポートに任意の波長の信
号光を出力する機能を備え、アド用WSS１３は、Ｎ個の入力ポートから入力されたそれぞ
れの信号光から任意の波長を選択し、波長多重して出力ポートから出力する機能を備えて
いる。なお、「任意の」とは、遠隔操作等で適宜設定できるという意味である。
【０００５】
　また、トランスポンダ１４は、ドロップ信号光を受信し、クライアントネットワーク側
にクライアント信号を送出する機能を備え、トランスポンダ１５は、クライアントネット
ワーク側からクライアント信号を受信し、アド信号光を送出する機能を備える。
【０００６】
　なお、本明細書では、"波長"と"チャネル"を同義で使用する場合がある。また、"パス"
と"チャネル"を同義で使用する場合がある。
【０００７】
　図２に示す光分岐挿入多重化装置１０では、入力された信号光が光カプラー１１でカプ
ラ分岐され、一方はドロップ用WSS１２に入力され、ドロップ用WSS１２において特定の波
長の信号光がドロップ信号光としてドロップされる。光カプラー１１で分岐された他方の
信号光はアド用WSS１３に入力され、ドロップした波長の信号光がブロックされるととも
に、クライアントネットワーク側から別の信号光がアドされ、これらが多重された信号光
が出力される。
【０００８】
　図３は、１×N型のWSS１２の機能構成図である。図３に示すように、１×N型WSS１２は
、波長分離部１７、波長選択部１８、及び波長多重部１９を備えている。WSS１２に入力
された信号光は、波長分離部１７において所定の光周波数間隔で分離され、波長選択部１
８は、分離された信号光の中から任意の波長の信号光を選択し、任意の出力ポートに向け
て送り出す。そして、波長多重部１９は、各出力ポートに向けられた信号光を多重し、各
出力ポートから出力する。N×１型のWSS１３は、１×N型のWSS１２の入力と出力を逆にし
たものに相当する。WSSは、現在、液晶を使用するタイプ、MEMSミラーを使用するタイプ
等が提供されている。
【０００９】
　また、波長分離、波長選択、波長多重等を行う際の処理単位となる光周波数帯域（フィ
ルタ通過特性）をシームレスに調整する機能を備えたWSSも実現されている。このようなW
SSでは、例えば、ある波長λ1の信号光に対する通過特性を、WSSに外部から与えられる制
御信号に基づき、図４（ａ）に示すものから、図４（ｂ）に示すように帯域を広くしたり
、図４（ｃ）に示すように帯域を狭くしたりすることができる。
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【非特許文献１】"フォトニックノード技術"、NTT技術ジャーナル、２００７．１０、２
６～２９頁
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　図１には、一例として、リング１内に設定されるパスA、パスＢと、リング１とリング
２を跨って設定されるパスＣが示されている。パスA～Ｃで例示するように、リングネッ
トワーク等の光伝送ネットワークでは長短様々なパスが設定され、パス毎の通過ノード数
や伝送距離のばらつきが大きい。従って、個々の光伝送装置が収容する全パスの中には短
い伝送距離のパス、長い伝送距離のパス、通過ノード数が多いパス、通過ノード数が少な
いパス等が混在する。
【００１１】
　さて、光伝送装置を構成するWSSのように、特定の波長の信号光を分離して処理を行う
装置であるフィルタを多段に接続した場合、信号光が当該多段のフィルタを通過すること
により、光周波数帯域の狭窄化が発生する。つまり、図５に示すように、信号伝送に要す
る帯域よりも多段フィルタの通過帯域が狭くなり、信号に歪みが発生し、信号光の受信品
質が劣化してしまう。このように多段フィルタの影響により受信品質が劣化することをフ
ィルタリングペナルティと呼ぶことにする。
【００１２】
　フィルタリングペナルティを許容範囲内に抑えるためには、チャネルビットレートを抑
えたり、チャネル間隔や多段に通過させるノード数を制限したりする必要がある。従って
、フィルタリングペナルティによって伝送速度や光伝送ネットワークの規模（接続ノード
の数、波長多重数等）に制限が生じることになる。
【００１３】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、伝送距離、通過ノード数等が異なる様
々なパスが設定される光伝送ネットワークにおいて、伝送速度や光伝送ネットワークの規
模をできるだけ制限せずに、各パスの信号光の受信品質を全体として良好にできる光伝送
ネットワークを構築するための技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記の課題を解決するために、本発明は、各パスのフィルタ通過帯域が可変である波長
選択スイッチを備えた光伝送装置が光伝送路で複数接続された光伝送ネットワークシステ
ムであって、複数の前記光伝送装置の各々において、光周波数軸上で隣接する２つのパス
のうちの一方のパスの前記波長選択スイッチにおけるフィルタ通過帯域を、他方のパスの
前記波長選択スイッチにおけるフィルタ通過帯域よりも大きく設定するための制御手段を
備えたことを特徴とする光伝送ネットワークシステムとして構成される。
【００１５】
　前記光伝送ネットワークシステムにおいて、所定数の波長選択スイッチを通過する第１
のパスと、前記所定数よりも大きい数の波長選択スイッチを通過する第２のパスとが、光
周波数軸上で隣接する位置に割り当てられ、前記第２のパスが通過する各波長選択スイッ
チにおける当該第２のパスに対するフィルタ通過帯域は、前記第１のパスが通過する各波
長選択スイッチにおける当該第１のパスに対するフィルタ通過帯域よりも大きいこととし
てもよい。　
　また、前記光伝送ネットワークシステムにおいて、第１のパスと第２のパスとが光周波
数軸上で隣接する位置に割り当てられ、前記第１のパスの光信号受信品質と前記第２のパ
スの光信号受信品質との差が予め定めた値以下になるように、前記第１のパスが通過する
各波長選択スイッチにおける当該第１のパスに対するフィルタ通過帯域と、前記第２のチ
ャネルが通過する各波長選択スイッチにおける当該第２のパスに対するフィルタ通過帯域
とが設定されたこととしてもよい。
【００１６】
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　また、前記光伝送ネットワークシステムにおいて、第１のパスと第２のパスとが光周波
数軸上で隣接する位置に割り当てられ、前記第１のパスの光信号受信品質と前記第２のパ
スの光信号受信品質との差が予め定めた値以下になるように、前記第１のパスが通過する
各波長選択スイッチにおける当該第１のパスに対するフィルタ通過帯域と、前記第２のパ
スが通過する各波長選択スイッチにおける当該第２のパスに対するフィルタ通過帯域とを
決定し、決定されたフィルタ通過帯域を、当該フィルタ通過帯域が設定される波長選択ス
イッチを有する各光伝送装置に通知する制御装置を更に備えたこととしてもよい。
【００１７】
　また、本発明は、各パスのフィルタ通過帯域が可変である波長選択スイッチを備えた光
伝送装置が光伝送路で複数接続された光伝送ネットワークシステムにおいて用いられる前
記光伝送装置であって、光周波数軸上で隣接する２つのパスのうちの一方のパスの前記波
長選択スイッチにおけるフィルタ通過帯域を、他方のパスの前記波長選択スイッチにおけ
るフィルタ通過帯域よりも大きく設定するための制御手段を備えたことを特徴とする光伝
送装置として構成してもよい。
【００１８】
　前記制御手段は、前記光伝送装置とネットワークを介して接続された制御装置から制御
信号を受信し、当該制御信号に基づき前記波長選択スイッチにおけるフィルタ通過帯域を
設定することとしてもよい。
【００１９】
　また、本発明は、各パスのフィルタ通過帯域が可変である波長選択スイッチを備えた光
伝送装置が光伝送路で複数接続されて構成された光伝送ネットワークシステムに接続され
る制御装置が実行するパスの通過帯域設定方法であって、あるパスに対する通過帯域設定
要求を受信するステップと、前記パスに割り当てられている波長に隣接する片側又は両側
の波長に別のパスが割り当てられているか否かを判定するステップと、前記パスに割り当
てられている波長に隣接するいずれの波長にも別のパスが割り当てられていない場合に、
前記パスの通過帯域を予め定めた通過帯域に決定するステップと、前記パスに割り当てら
れている波長に隣接する片側の波長のみに別のパスが割り当てられている場合に、前記パ
スの終端でのOSNRマージンが前記別のパスの終端でのOSNRマージンに等しくなるか、もし
くは、差分が予め定めた値以下になるように前記パスの通過帯域を決定し、前記パスに割
り当てられている波長に隣接する両側の波長に別の２つのパスが割り当てられている場合
に、前記パスの終端でのOSNRマージンが、前記２つのパスの終端でのOSNRマージンと等し
くなるか、もしくは、前記２つのパスの終端でのOSNRマージンの中間の値になるように前
記パスの通過帯域を決定するステップと、前記決定した通過帯域を含む情報を、前記パス
が通過する各光伝送装置に送信するステップとを有することを特徴とする通過帯域設定方
法として構成することもできる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、伝送距離、通過ノード数等が異なる様々なパスが設定される光伝送ネ
ットワークにおいて、伝送速度や光伝送ネットワークの規模をできるだけ制限せずに、各
パスの信号光の受信品質を全体として良好にできる光伝送ネットワークを構築するための
技術を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。なお、本明細書において、同一
の機能を有する構成部には同一の参照符号を付与するものとする。
【００２２】
　（第１の実施の形態）
　　＜システム構成＞
　図６に、本発明の第１の実施の形態における光伝送ネットワークシステム３０の構成図
を示す。図６に示すように、本実施の形態における光伝送ネットワークシステム３０は、
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光伝送装置としての光分岐挿入多重化装置が光伝送路により接続されたリングネットワー
ク３１に、図示しない所定のネットワークを介して制御装置３２が接続された構成を有す
る。なお、当該所定のネットワークは、リングネットワーク３１とは別のIPネットワーク
等である。
【００２３】
　図７に、リングネットワーク３１の各ノードである光分岐挿入多重化装置４０の構成図
を示す。図７に示すように、本実施の形態における光分岐挿入多重化装置４０は、通信部
４１、通過帯域制御部４２、光カプラー１１、ドロップ用WSS４３、アド用WSS４４、トラ
ンスポンダ１４、１５を備える。
【００２４】
　光カプラー１１、ドロップ用WSS４３、アド用WSS４４、トランスポンダ１４、１５から
なる光分岐挿入多重化を行うための全体構成は、図２に示した構成と同じであり、その光
分岐挿入多重化のための処理動作も図２に示した構成と同じである。
【００２５】
　ただし、本実施の形態では、光分岐挿入多重化装置４０が備えるWSSとして、扱う波長
（チャネル）毎にフィルタ通過帯域をシームレスに変更することが可能なWSSを使用して
いる。つまり、図４（ａ）～（ｃ）に示したようなフィルタ通過帯域の変更が可能なWSS
を使用している。
【００２６】
　通信部４１は、制御装置３２とデータ通信を行う機能部であり、制御装置３２からWSS
の通過帯域制御のための制御信号を受信する。通過帯域制御部４２は、通信部４１から制
御信号を受け取り、その制御信号に基づき、所望のチャネルの信号光の通過帯域（光周波
数帯域）を所望の値にするよう各WSSを制御する機能部である。
【００２７】
　図８に、制御装置３２の構成図を示す。図８に示すように、制御装置３２は、通過帯域
設定要求受信部５１、パス情報データベース５２、通過帯域決定部５３、及び通信部５４
を有する。通過帯域設定要求受信部５１は、通過帯域を設定すべきパスの波長等を含む通
過帯域設定要求を外部（ネットワークに接続された外部装置、もしくはキーボード等の操
作手段）から受信する機能部である。
【００２８】
　パス情報データベース５２は、光伝送ネットワークにおける各光伝送装置毎の設計済み
パス毎についての、波長、通過ノード、通過するWSS、WSSの使用ポート、設定済み通過帯
域、ノード間毎の伝送距離、分散値等を含む情報を格納している。通過帯域決定部５３は
、パス情報データベース５２を参照することにより、通過帯域設定要求に係るパスが通過
する各光分岐挿入多重化装置のWSSにおける当該パスに対する通過帯域を決定し、決定し
た通過帯域の情報をパス情報データベース５２に格納するとともに、パスが通過する各光
分岐挿入多重化装置側で通過帯域の設定に必要な情報（パスの波長、通過帯域、WSSのポ
ート等）を通信部５４に渡す機能部である。通信部５４は、通過帯域決定部５３から渡さ
れた情報を、制御信号として、パスが通過する各光分岐挿入多重化装置に送信する機能部
である。
【００２９】
　なお、制御装置３２は、コンピュータに上記の各機能部に対応する処理を実行させるプ
ログラムを、当該コンピュータに搭載することにより実現される。また、制御装置３２は
、パスの設計（パスルートの決定、波長の割り当て等を含む設計）を行うシステムの中の
一部の機能部であってもよい。
【００３０】
　＜パスの通過帯域設定例＞
　次に、本実施の形態におけるパスの各WSSにおける通過帯域の設定方法例について説明
する。
【００３１】
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　本実施の形態におけるパスの通過帯域の設定方法の基本的な考え方は、通過するノード
（WSS)の数が多く、フィルタリングペナルティが大きくなるパスに対しては、通過するWS
Sにおいて通過帯域を広く設定し、通過するWSSの数が少ないパスに対しては、パスが通過
するWSSにおいて通過帯域を狭く設定するというものである。
【００３２】
　ただし、フィルタリングペナルティが少ない場合でも、ノード間の距離（光ファイバ長
）が長い場合等、他のペナルティ（例えば、波長分散ペナルティ、偏波分散ペナルティ等
）が大きくなるパスについては通過帯域を広くする。
【００３３】
　ここで、一般に同じ伝送速度のパスのキャリア周波数（波長）は光周波数軸上の等間隔
のグリッド上に配置されるから、光周波数軸上で隣接する２つの波長をそれぞれパスに割
り当てる場合に、両方の通過帯域を広くすることは困難である。
【００３４】
　ここで、あるパスの通過帯域を当該パスが通過するあるWSSで設定する場合に、当該パ
スの波長に隣接する両側のいずれの波長にも、当該パスとは別のパスが割り当てられてい
なければ、そのWSSにおいて当該パスはペナルティを考慮して必要に応じて広い通過帯域
をとることができるが、当該パスの波長の少なくとも片側の隣接波長に、別のパスが割り
当てられる場合には、一方のパスの通過帯域を広くする場合、他方のパスの通過帯域は狭
くする必要がある。つまり、通過帯域を広くする必要があるパスの波長に隣接する波長を
使用するパスは、通過帯域が狭くてすむパスになるようにパス設計を行うことになる。
【００３５】
　図９に、パス（波長）の経路と、パスに対して設定する通過帯域の例を示す。図９に示
す例において、λ２のパスは他のパスより多くのノードを通過し、しかも、伝送距離が長
いので、フィルタリングペナルティ及びその他のペナルティを考慮して各ノード（具体的
には、アド用WSS)においてλ２のチャネルは広い通過帯域にしている。
【００３６】
　そして、ノード１及びノード２を通過するλ１のパスについては、λ２のパスよりフィ
ルタリングペナルティもその他のペナルティも少ないので、ノード１、２の下側に示すよ
うに、ノード１、２においてλ１のパスはλ２のパスより通過帯域を狭くしている。ノー
ド３、４についても同様であり、ノード４においては、ペナルティが大きい順番にパスの
通過帯域が降順に設定されている。
【００３７】
　また、図９に示すように、広い通過帯域のパスと狭い通過帯域のパスが光周波数軸上で
隣接するようにパスに対する波長の割り当てがなされている。つまり、パス設計において
、広い通過帯域を要するパスの隣には通過帯域が狭くてよいパスが配置されるようにする
。なお、広い通過帯域を要するパスの隣に通過帯域が狭くてよいパスを配置する場合、通
過帯域が狭くてよいパスが２つであれば、広い通過帯域を要するパスの両脇に通過帯域が
狭くてよいパスを配置されることになる。
【００３８】
　これにより多重可能な波長数全体において効率的な割り当てを行うことが可能となる。
例えば、通過帯域が狭くてよいパスを光周波数軸上に隣接して並べた場合、帯域が無駄に
なる。また、全体の波長多重数は限られているから、広い通過帯域を要するパスが隣接し
て並べられる可能性が高くなり、その場合、例えば１つのパスに２波長分の帯域を要した
り、必要な通過帯域を得られなくなったりしてしまう。このため、光伝送ネットワーク全
体において効率的な波長の割り当てができなくなり、所望の受信品質を得るために、パス
の通過ノードの制限、伝送速度の制限、多重数の制限等を要する可能性が出てくる。
【００３９】
　一方、図９に例示するように、広い通過帯域のパス（通過帯域調整機能がない場合のフ
ィルタリングペナルティとその他のペナルティを合わせたペナルティが大きくなるパス）
と狭い通過帯域のパス（通過帯域調整機能がない場合のフィルタリングペナルティとその
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他のペナルティを合わせたペナルティが大きくならないパス）を光周波数軸上で隣接する
ように配置することにより、パスの通過ノードの制限、伝送速度の制限、多重数の制限等
をできるだけすることなく、各パスが所望の受信品質を満足しながら、全体として最適化
された光伝送ネットワークを構築できる。
【００４０】
　＜制御装置動作例＞
　次に、制御装置３２の動作例について、図１０に示すフローチャートを参照して説明す
る。なお、本例では、パスの設計（ある地点間のパスに対し、どの波長を使用し、どのル
ートを経由させるかの設計）が既になされ、その後のパスの開通時に当該パスが通過する
各光分岐挿入多重化装置（具体的にはパスが通過するWSS）における通過帯域を、制御装
置３２を用いて決定し、その通過帯域を各光分岐挿入多重化装置に通知し、各光分岐挿入
多重化装置がその設定を行うことを想定している。
【００４１】
　また、上記のパスの設計においては、通過ノードが一部又は全部重なる複数のパスに関
して、通過ノード数が多い等のためにフィルタリングペナルティが大きくなるか、又は通
過ノード数は少ないが伝送距離が長い等のためにその他のペナルティが大きくなるパスに
割り当てる波長と、フィルタリングペナルティ及びその他のペナルティが小さくなるパス
に割り当てる波長が光周波数軸上で（可能な限り）隣接するようにパスの設計が行われて
いる。例えば、予め定めた通過ノード数より大きな通過ノード数のパス又は予め定めた伝
送距離より長い伝送距離のパスと、これら以外のパスとには、互いに隣接する波長を割り
当てる。
【００４２】
　そして、パスの開通時点で、下記のようにして具体的な通過帯域を決定し、WSSに設定
する。もちろん最初のパス設計段階で通過帯域を含む全ての設計を行うこととしてもよい
。
【００４３】
　まず、制御装置３２における通過帯域設定要求受信部５１が、あるパス（対象パスと呼
ぶ）の波長を含む通過帯域設定要求を受信する（ステップ１）。通過帯域設定要求受信部
５１はその情報を通過帯域決定部５３に通知する。
【００４４】
　通過帯域決定部５３は、パス情報データベース５２を参照し、対象パスが通過するWSS
の中で、対象パスの波長に隣接する２つの波長の一方又は両方にパスが割り当てられたWS
Sがあるかどうかを判定する（ステップ２）。
【００４５】
　対象パスが通過する全てのWSSにおいて、隣接する２つの波長のいずれにもパスが割り
当てられていない場合、通過帯域決定部５３は、対象パスが通過する各WSSにおける対象
パスの波長の通過帯域を予め定めた最大の値（パス情報データベース５２に格納されてい
る）に決定する（ステップ３）。また、最大の値に設定するのではなく、予め定めたOSNR
マージンになるように通過帯域を定めてもよい。また、通過するWSSの数、パスの伝送距
離、及び通過帯域間の関係を波長毎に予め定め、パス情報データベース５２に格納してお
き、対象パスが通過するWSSの数、伝送距離、及び波長に対応する通過帯域をパス情報デ
ータベース５２から取得することとしてもよい。
【００４６】
　ステップ２において、該当WSSがある場合、通過帯域決定部５３は、対象パス、及び波
長が隣接する１つ又は２つのパスにおけるそれぞれの終端でのOSNRマージン（光信号受信
品質の一種である）を計算する。OSNRマージンは、パス情報データベース５２に格納され
た通過ノード数、伝送距離、累積分散値、通過帯域、許容着信OSNR等を用いることにより
計算で求めることができる。ここでは、対象パスが通過する各WSSにおける対象パスの波
長の通過帯域を変更しながら各OSNRマージンを計算し、対象パスのOSNRマージンが、隣接
する１つのパスにおけるOSNRマージンと同じOSNRマージンになるように、もしくは、隣接
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する１つのパスにおけるOSNRマージンとの差分が予め定めた値以下になるように、もしく
は、隣接する２つのパスにおけるOSNRマージンと同じ値あるいは差が最小（２つのパスに
おけるOSNRマージンの中間の値）になるように、対象パスの通過帯域を決定する（ステッ
プ４）。
【００４７】
　なお、このとき、波長が隣接する１つ又は２つのパスが通過する各WSSにおいて、当該
隣接する１つ又は２つのパスに関する通過帯域が変更されてもよい。その場合、この情報
も該当WSSに通知され、通過帯域の設定がなされる。また、本実施の形態では、各パスに
おいて、当該パスが通過するWSSにおけるフィルタ通過帯域は各WSSにおいて同一の値にす
る。また、各WSSにおいて同一の値でなく、各WSSにおいて異なる値であってもよい。
【００４８】
　通過帯域決定部５３は、ステップ３、４のようにして決定した通過帯域を含む情報を制
御情報として通信部５４に渡す。この情報には、対象パスが通過する各ノードにおけるWS
S情報、対象パスに対応するWSSのポート情報と、パスの波長と、設定すべき通過帯域等が
含まれている。
【００４９】
　通信部５４は、通過帯域決定部５３から受け取った上記の情報を制御信号として対象パ
スが通過する各ノードに送信する（ステップ５）。そして、各ノードのWSSにおいて通過
帯域の設定がなされる。この結果、例えば対象パスを含む３つの互いに隣接するパスにお
ける通過帯域の状態が図１１に示すようになる。
【００５０】
　（第２の実施の形態）
　次に、本発明の第２の実施の形態について説明する。図１２に、第２の実施の形態にお
ける光伝送装置６０の構成図を示す。図１２に示すように、この光伝送装置６０は、通信
部６１、通過帯域制御部６２、WSS６３～６６を備え、これらが図示するように接続され
ている。この構成により、各入力方路の任意のパス（波長）を任意の出力方路に接続でき
る。この光伝送装置６０は、メッシュネットワークにおける光クロスコネクト装置として
使用することもできるし、リングネットワーク間を接続するリング間接続装置としても使
用できる。
【００５１】
　図１２に示す構成では、入力／出力の方路数を２としているが、WSSの数を増やす、も
しくは、N×M型のWSSを用いる等により、方路数を増加させることができる。
【００５２】
　この構成でも、通信部６１、通過帯域制御部６２の機能は第１の実施の形態と同様であ
る。つまり、光伝送装置６０が備えられる光伝送ネットワークに制御装置３２が接続され
、制御装置３２から送信される制御信号を通信部６１が受信し、その制御信号に基づき通
過帯域制御部６２が制御対象となるWSSにおけるパスの通過帯域を設定する。
【００５３】
　本発明は、上記の実施の形態に限定されることなく、特許請求の範囲内において、種々
変更・応用が可能である。　　
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】リングネットワークの例を示す図である。
【図２】光分岐挿入多重化装置の構成例を示す図である。
【図３】WSSの機能構成図である。
【図４】フィルタ通過帯域を変更する例を示す図である。
【図５】フィルタ通過帯域の狭窄化を示す図である。
【図６】第１の実施の形態における光伝送ネットワークシステム３０の構成図である。
【図７】光分岐挿入多重化装置４０の構成図である。
【図８】制御装置３２の構成図である。
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【図９】パスに対して設定する通過帯域の例を示す図である。
【図１０】制御装置３２の動作を示すフローチャートである。
【図１１】パスに対して設定する通過帯域の例を示す図である。
【図１２】第２の実施の形態における光伝送装置６０の構成図である。
【符号の説明】
【００５５】
１０、４０　光分岐挿入多重化装置
１１　光カプラー
１２、４３　ドロップ用WSS
１３、４４　アド用WSS
１４、１５　トランスポンダ
１７　波長分離部
１８　波長選択部
１９　波長多重部
３０　光伝送ネットワークシステム
３１　リングネットワーク
３２　制御装置
４１　通信部
４２　通過帯域制御部
５１　通過帯域設定要求受信部
５２　パス情報データベース
５３　通過帯域決定部
５４　通信部
６０　光伝送装置
６１　通信部
６２　通過帯域制御部
６３～６６　WSS
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